
代
表
質
問
・
関
連
質
問

新政会 新政会 杉杉
すぎすぎ

山山
やまやま

 　 　清清
きよしきよし

 議員 議員

新政会 新政会 鈴鈴
すずすず

木木
きき

  健健
けんけん

太太
たた

郎郎
ろうろう

 議員 議員

農
林
業
の
振
興

農
林
業
の
振
興

問 

　

山
武
市
農
業
構
想
実
現
に
向
け
た

事
業
展
開
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

農
地
の
大
区
画

化
な
ど
を
行
う
圃ほ

場
整
備
事
業
を
松
尾
町
八

田
地
区
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
構
想
期

間（
20
年
間
）の
中
で
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
検
討
し
、具
現
化
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

営
農
の
効
率
化
や
収
益
性
向
上
の

一
環
と
し
て
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
導
入
に
係
る

助
成
事
業
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

市
独
自
で
の
助

成
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
国
ま
た
は
県
の
事

業
を
案
内
す
る
な
ど
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

山
武
市
森
林
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
、
令
和
６
年
度
の
新
た
な
取

組
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

木
育
推
進
事
業

と
し
て
実
施
し
た「
森
林
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
市
内
す
べ
て
の
小

学
３
年
生
、
小
学
５
年
生
、
中
学
１
年
生
に

対
象
を
拡
大
し
、
日
向
の
森
を
活
用
し
た
環

境
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

　

市
内
に
お
け
る
森
林
経
営
計
画
制

度
の
活
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

市
内
で
活
動
し

て
い
る
３
事
業
者
が
、
こ
の
制
度
を
活
用
し

計
画
的
な
森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
武
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

山
武
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

問 

　
（
仮
称
）山
武
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
実
施
で

き
る
見
込
み
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
に
対
し
、
市
内
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
な

ど
、
地
域
振
興
・
観
光
客
誘
致
に
繋
が
る
イ

ベ
ン
ト
広
場
等
の
設
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
道
か
ら
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ゲ

ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
出
店
者
の
搬
入
口
等
の
設

置
も
併
せ
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

問 

　

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
周
辺
の
開
発

と
し
て
工
業
団
地
を
造
る
考
え
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

莫
大
な
予
算
が

か
か
る
た
め
、
市
主
体
の
開
発
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
民
間
開
発
の
可
能
性
を
探
る

た
め
、
新
た
な
産
業
用
地
の
可
能
性
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
接
道
の
関
係
や
交
通
需

要
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
消
防
団
の
現
状
▼
地
下

水
等
の
水
質
保
全
▼
公
共
施
設
等
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
▼
庁
内
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス

公
有
財
産
の
活
用

公
有
財
産
の
活
用

問 

　

公
有
財
産
活
用
の
一
つ
で
あ
る
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

立
地
条
件
が
優
れ
て
い
る
物
件
や
有
望
な
資

産
が
あ
れ
ば
、
官
民
連
携
の
事
業
展
開
や
民

間
へ
の
賃
貸
な
ど
に
有
効
活
用
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

公
共
施
設
の
有

効
活
用
は
、
ま
ず
学
校
跡
地
の
利
活
用
事
業

が
挙
げ
ら
れ
、
２
校
を
民
間
へ
貸
し
出
し
て

い
る
ほ
か
、
旧
山
武
西
小
学
校
で
は
、
民
間

利
活
用
の
候
補
者
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
跡
地
以
外
の
未
利
用
の
公
有
財
産
に
つ

い
て
も
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

踏
ま
え
た
う
え
で
有
効
的
な
利
活
用
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 
　

成
田
空
港
周
辺
の
他
自
治
体
で
は
、

空
港
の
機
能
強
化
に
伴
う
雇
用
増
加
を
見
越

し
、
公
有
地
を
活
用
し
た
子
育
て
世
代
へ
の

町
営
住
宅
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
今
後
の
資
産
活
用
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
計
画
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

施
設
等
の
統
廃

合
を
行
い
、
公
共
資
産
の
効
率
化
お
よ
び
合

理
化
を
図
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
余
剰
資
産
が
発
生
す
る
際
に
、

資
産
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

行
政
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

問 

　

市
職
員
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
違
反
の
疑
い
が
発
生
し
た
場
合
の
報
告
・

連
絡
・
相
談
の
体
制
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

組
織
的
な
対
応
と
し

て
は
、
総
務
課
へ
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、同
課
行
政
係
が「
法

務
」、
同
課
職
員
係
が「
人
事
」を
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
益
通
報
制
度
に
よ
る
職
員
か
ら

の
内
部
通
報
と
し
て「
山
武
市
職
員
等
の
公

益
通
報
に
関
す
る
要
綱
」を
策
定
・
周
知
し

て
お
り
、
こ
の
要
綱
に
基
づ
い
た
仕
組
み
が

整
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
部

署
、
ま
た
は
、
随
時
対
応
す
る
委
員
会
の
設

置
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

ど
の
よ
う
な
危
機
管

理
体
制
を
整
備
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
た

結
果
、
事
務
誤
り
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
す
る

情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
市
の
最
高
決
定
機

関
で
あ
る
庁
議
に
諮
る
旨
を
提
案
し
、
本
年

２
月
の
庁
議
に
て
、
そ
の
方
向
性
の
了
承
を

得
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
本
年
４
月
か
ら

の
運
用
開
始
に
向
け
、
詳
細
を
詰
め
て
い
き

ま
す
。
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関
連
質
問

新政会 新政会 櫻櫻
さくらさくら

田田
だだ

  基基
もともと

介介
すけすけ

 議員 議員

新政会 新政会 渡渡
わたわた

邊邊
なべなべ

　 　 聰聰
さとしさとし

 議員 議員

施
設
園
芸
農
業
へ
の
支
援

施
設
園
芸
農
業
へ
の
支
援

問 

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に

よ
り
作
物
の
高
温
障
害
が
発
生
し
て
お
り
、

特
に
、
施
設
園
芸
で
は
、
高
温
に
起
因
し
た

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
病
害
虫
に
よ
る
被
害

が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
高
温
対
策
や
病
害

虫
対
策
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

高
温
対
策
支
援

と
し
て
、
令
和
７
年
度
と
令
和
８
年
度
の
２

か
年
に
お
い
て
、
資
材
を
導
入
し
た
農
業
者

を
対
象
に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
補
助
率
は
、
高
温
対

策
に
か
か
る
事
業
費
の
３
分
の
１
を
考
え
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
の
新
規
事

業
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
高
温
対
策
に
重
点

を
置
い
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
機
能
の
強
化

防
災
機
能
の
強
化

問 

　

さ
ん
ぶ
の
森
公
園
周
辺
地
域
の
防

災
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

地
震
・
津
波
発
生
時

の
避
難
所
と
し
て
、
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
周
辺

山
武
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
を
含
む
防
災
拠
点
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
と
考
え
て
お
り
、
当
該
公
園
周
辺
地
域

を
優
先
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

旧
山
武
西
小
学
校
の
跡
地
利
用

旧
山
武
西
小
学
校
の
跡
地
利
用

問 

　

旧
山
武
西
小
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

体
育
館
は
、
令

和
６
年
３
月
に
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム「
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
ふ
な
ば
し
」の
ア
カ
デ
ミ

ー
部
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
小
学
生
向
け

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
校
活
動
場
所

と
し
て
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和

６
年
度
に
利
活
用
事
業
者
を
公
募
し
た
結
果
、

団
体
向
け
宿
泊
事
業
を
中
心
に
提
案
さ
れ
た

事
業
者
を
優
先
交
渉
権
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

問 

　

優
先
交
渉
権
は
宿
泊
事
業
が
中
心

と
の
こ
と
で
す
が
、
旧
山
武
西
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
地
元
の
お

祭
り
や
、
教
室
を
会
議
室
と
し
て
貸
し
出
す

こ
と
は
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
校
舎
の
空
き

教
室
を
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

事
業
者
育
成
に
役
立
て
る
こ
と
は
可
能
か
、

併
せ
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

地
元
の
お
祭
り

に
つ
い
て
は
、
公
募
の
段
階
に
お
い
て
配
慮
さ

れ
る
事
項
に
挙
げ
て
お
り
、
優
先
交
渉
権
者

に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
日
時

を
指
定
す
る
こ
と
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
会
議
室

等
の
使
用
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
地
下
水
の
水
質
保
全

▼
県
道
成
東
酒
々
井
線
の
整
備

行
政
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

消
防
団
に
つ
い
て

消
防
団
に
つ
い
て

問 

　

市
消
防
団
員
の
条
例
定
数
８
４
０

人
に
対
し
、
実
数
は
７
７
４
人（
充
足
率

92
・
１
％
）と
の
こ
と
で
す
が
、
防
災
力
の
維

持
に
向
け
た
団
員
確
保
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

令
和
５
年
度
か
ら
団

員
報
酬
を
年
額
２
万
４
０
０
０
円
か
ら
３
万

６
５
０
０
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
負
担
軽
減
対
策
と
し

て
、
形
式
的
な
行
事
の
見
直
し
や
、
操
法
訓

練
か
ら
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
へ
の
移
行
を

協
議
し
て
い
る
ほ
か
、
事
務
的
負
担
軽
減
と

し
て
は
、
出
動
報
告
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
６
年
度
に
改
正
さ
れ
た
出
動

報
酬
の
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

総
務
部
長　

消
防
団
各
部
へ
の
支

給
か
ら
、
団
員
個
人
へ
の
支
給
に
改
め
、
一

人
あ
た
り
の
支
給
額
と
し
て
、
災
害
出
動
が

４
時
間
以
上
の
場
合
は
８
０
０
０
円
、
２
時

間
以
上
４
時
間
未
満
は
４
０
０
０
円
、
２
時

間
未
満
は
２
０
０
０
円
、
訓
練
等
へ
の
参
加

は
４
時
間
以
上
で
４
０
０
０
円
、
４
時
間
未

満
で
２
０
０
０
円
と
し
、
出
動
時
間
に
応
じ

た
報
酬
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
６
年
度
に
お
け
る
出
動
報
酬

の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

令
和
７
年
１
月
末
時

点
で
訓
練
を
含
め
た
延
べ
出
動
人
員
は
３
７

４
７
人
と
な
り
、
出
動
報
酬
の
合
計
額
が
約

８
９
９
万
円（
前
年
度
は
約
６
４
１
万
円
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
消
防
署
建
設
工
事

東
消
防
署
建
設
工
事

問 

　

東
消
防
署
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

追
加
工
事
に
つ
い
て

受
発
注
者
間
の
協
議
が
解
決
せ
ず
、
令
和
５

年
８
月
下
旬
か
ら
工
事
が
休
止
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
当
事
者
間
で
協
議
を
継

続
し
ま
し
た
が
、
合
意
に
は
至
ら
ず
、
令
和

６
年
１
月
31
日
に
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

が
契
約
解
除
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
令
和
６
年
２
月

下
旬
に
、
工
事
受
注
者
が
本
件
の
紛
争
解
決

に
向
け
、
千
葉
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
に

調
停
を
申
請
し
、
現
在
も
審
理
が
進
行
中
で

あ
る
と
、
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消
防
本

部
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

問 

　

東
消
防
署
の
建
設
予
定
地
に
変
更

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

山
武
郡
市
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
変
更

は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

山武市議会だより第76号　令和7年5月1日11


